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   公益財団法人への認定のお知らせ 

 

 春光の候、桜の開花時期が報道される時期となりましたが、桜の開花に先立ち

兼ねてから念願していた、一般財団法人報恩同志会（以下「当法人」という。）

が内閣府公益認定等委員会（以下「認定委員会」という。）より当法人は「公益

認定の基準に適合すると認める」との答申（別添参照）を受けることが出来まし

た。 

当法人が公益財団法人へ移行するのは、正式な公益認定通知を受領した後の

令和７年４月１日からとなりますが、移行に先立ち、この喜ばしい答申を一刻も

早く皆様にお知らせすることといたしました。 

法運・法得両先生は、多くの方々が幸せになっていただけるみ教えを伝える会

（組織）が任意の修養団体では、会の発展上にも種々の支障があること、民主的

に運営することの重要性から、国に認められた財団法人として歩むことを強く

望まれていました。 

両先生のご意思を受け、当法人としては平成２５年２月に第１回、令和元年７

月に第２回の公益認定申請を行ってまいりましたが、認定委員会のご理解を得

られず、申請取り下げをせざるを得ませんでした。 

前２回の申請時に受けた認定委員会からのご指導を熟慮したうえで、理事・監

事・講師（以下「役職員」という。）が一致団結して細部にいたるまで文書の表

現等検討したうえで、令和６年２月に第３回目の公益申請を行いました。 

第３回申請後、認定委員会事務局から１００項目以上の確認照会がありまし

たが、その一つひとつに対する回答内容を役職員全員で検討してからの回答、認

定委員会事務局担当者からの数多くのご指導等により、３月１４日の答申を頂

くことができました。 

最後になりますが、両先生のご意思に応えられたことは大変喜ばしいことと

思っておりますが、当法人といたしましては、この公益認定がゴールではなく、



増々精進していくためのスタートと肝に銘じて歩んでいく覚悟でございますの

で、各位におかれましては今後ますますのご協力をお願いするとともに、当法人

の歩みがみ教えから逸脱している、公益財団法人として誤った道を進んでいる

と感じられましたら叱咤ご指導をお願いし、公益認定のご報告とさせて頂きま

す。 
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（参考） 

※ 公益財団法人とは 

公益財団法人とは、平成２０年１２月１日施行の「公益社団法人及び公益財

団法人の認定等に関する法律」に基づいて設立される法人であり、日本国内に

おいて非営利活動を行うために設立される法人で、社会福祉、医療、教育、環

境保護などの分野において活動を行い、社会の発展や人々の福祉向上に貢献

している法人であります。 

公益財団法人は、社会の課題や問題解決に取り組むための重要な存在とし

て位置づけられており、多くの公益財団法人が、支援を必要とする人々や地域

に対して様々な活動を行っており、その活動は社会全体に大きな影響を与え

ています。 

 

※ 公益財団法に認定されるということ 

公益財団法人と認定されるには、公益を目的とする２３の事業（学術、技芸、

慈善その他の公益に関する事業であって、不特定かつ多数の者の利益の増進

に寄与するものをいう）に限定されるなど、非常に厳しい条件を整えなければ

ならないのですが、今回の認定により、私たちの教えが国から公益性があると

いうお墨付きを得たことになり、社会的に高い信頼度を得ることができると

いうことになります。 


